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2010 年度ジェンダーフォーラム公開講演会




















































































































































































































































































































































































































































































きます。2005 年５月 24 日、火曜日に放送されたＴＢＳテレビの人生相談風トーク番組『ズバリ言うわ
よ！』という番組です。事前に、こういう時代背景だったということと、こういう番組構成だというこ
とだけ、少しお話をしておきましょう。






























































































































































































































































































































































































がとっても不思議なんですけれども ( 笑 )。
●諸橋泰樹氏：この番組は、第 1 パートで問題提起をして、現在こんなひどいことになっているという
構成がなされていました。第２パートは、小学校低学年からの性教育の是非をめぐっての討論でしたが、
発言者おのおののスタンスが出され、細木数子さんがその発言者に対して憤懣やるかたない、といった
顔が映ったりする構成のされ方でした。ここでは先ほどやらせじゃないかという指摘があったくらい「性
教育は早くしていい」という答えが多かったわけだけれども、第３パートで細木数子がガツンと言って、
一種の祝祭空間と言いましょうか宗教的空間の中で、巫女さんが白と言えば白なんだという形で終わる。
しかも巫女さんの言っている中身は、小学校低学年からの性教育に関しては、年端もいかない子が興
味をもってしまい妊娠につながっているから駄目だと断定して、だから性教育はいらないというえらく
短絡的な主張でした。さっき言ったように妊娠させる側の方こそ問題なんですがね。しかもそれは例外
中の例外で、多分それは低学年で性教育をしたからではない。一方では、性教育は必要だけれども愛を
持ったおとなの子育てが大事だといったような一般論に話がすり替えられて、癒し系の音楽と白装束の
女性たちのうなずきシーンとともに何となく納得してしまった（笑）。
この番組自体はもちろん他愛のないショーだと思います。けれども、恐らくこれを観たオーディエン
スの少なからぬ人たちには、「やっぱりね。トンデモないことが起きている」という意味が構築されて
しまうかもしれません。多くの人たちは性教育は大事だと思っているけれども、細木数子がひとたび「親
としての愛が大事だー」とか言うと、「うん、そうだそうだ」という思いが構築されるようなつくられ方が、
番組が成功しているかどうかは別として、そういう構成のされ方になっていたということは皆さん方の
ご指摘のとおりです。
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メディアを読み解くメディアリテラシーの力
さて、いかがでしたでしょう。きょう皆さん方に知っていただきたかったのは、つまり、何気ないこ
んな他愛のないお笑いのような番組の中にも、ちゃんと、ある種の政治的なメッセージが込められてい
て、しかも、その中で巧妙に、音楽を使ったり映像をはめ込んだりテロップをかぶせたり、細木さんの
表情を見せたり、うなずきを見せたり、色いろなテクニックを交互に駆使しているということです。さ
すがプロですね。そうやって、オーディエンスをある種の意味経験の世界に導こうとしている。私たち
は、このように構築されたメディアを観て、今度は「うーん。最近の子どもはけしからん」という現実
をまた構築してしまっているということなんです。
しかし我われは、言うまでもなく、メディアがいうことに右から左に左右されているわけではもちろ
んありません。一方では「こんなことあるわけないでしょう」とか批判的に見られる人ももちろんいる
わけです。私たちが鍛えるべきは、このようなメディアの構築のされ方や効果に常に自覚的でありなが
ら、メディアをちょっと批判的に見たり遠ざけたり、あるいはうまく使ったりお笑いにしてしまったり
という、メディアを主体的に使う能力なのではないでしょうか。
こういった能力を総称して、メディアリテラシーというふうに言います。メディアの読み解き能力で
すね。それはもちろん、メディアの批判的な読み解き能力も含みますし、私たちがメディアと現実のは
ざまの中でいかに生きていくか、あるいはメディエイテッドな世界をいかに生きていくかという、そう
いう実践でもあるかと思います。
ジェンダーをめぐるステレオタイプな言説や本質主義的な言説は、周囲にあふれています。また在日
する外国人をめぐる排他的な言説も少なくありません。マイノリティーに対する差別的言説は、ネット
をはじめとする本音の空間において数多く流通しています。たとえば『ザ・コーブ』の上映阻止とか『靖
国ＹＡＳＵＫＵＮＩ』の上映阻止とか、ＤＶ講演の阻止とか、閉塞状況の中で歪んだナショナリズムや
差別観がそのはけ口を求めるかのように、表現が表現を弾圧しているのです。
私たちは、そういう言説と言説との政治的な闘争の中で、いかに自分たちの声を出していくか、そし
てまたいかに人の声も聞いていくか、同時にこういうメディアの権力のような声をいかにすり抜けたり
批判したりしていくか、大事な力が求められているんだろうと思います。
今日はジェンダーの話から始まって、だんだんメディアリテラシーの話にもなりました。ぜひこれか
らは、メディアに接する時、声はどうなっているのか、音はどうなっているのか、何が映っているのか、
人びとにどういう経験をさせようとしているのか、これにはどういう意味が構築されるのかなどを考え、
その意味をめぐる闘争に眼を向けてみてください。メディアは意味のないことは絶対しません。電波を
１秒流すたびに膨大なお金がかかっていますし、紙面１行に莫大なお金がかかるわけですから、大変な
手間とお金と意図をつぎ込んでいます。そういう中で私たちは、意味を読み解いて、ある種の闘いをす
ることが求められているのだろうと思います。
ジェンダーという社会的・政治的に構築された意味をめぐる闘争で、これから皆さん方と共同戦線が
張れればいいなと思っています。また、構築されたメディアとメディアによる現実の構築という視点か
ら、まさに今回の細木的性教育バッシングの言説がつくられ、人びとの性教育バッシングの意味空間が
つくられたところを皆さん方に分析していただき、そういう見方を多少なりとも身につけていただけた
のでしたら、何よりと思います。
さて、時間が来ましたので、とりあえずレクチャーとワークはこれでおしまいにしたいと思います。
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どうもありがとうございました。
自覚し、発言していくことが重要
●司会・新田啓子：諸橋先生、どうもありがとうございました。あと５分弱時間がありますので、話し
足りなかったこととか、今、また新たに浮かんだコメントなどを、時間いっぱいまで受けたいですね。
先生へのご質問もあるかと思いますので、伺いたいと思いますが、どなたか。
●質問者：今日はジェンダーバイアスとメディアバイアスみたいなお話だったかと思うんですが、諸橋
先生のモラルコミットメントというか、理想とされるところがどこにあるのかなというのが、ちょっと
あいまいというか、わかりづらかった面もまたありました。
たとえば、ジェンダーの差異というものがなくなる状況というのを理想とされていらっしゃるのか。
あとメディアに関して言うと、図にお書きになったメディアの構築のされ方というのが、ベターなもの
になることはあっても、多分パーフェクトなものになることはないと思うんですよね。で、あとそうい
うメディアの図式というのをあちこちで見たり聞いたりするわけですけれども、一方で、たとえば現代
のニュースメディアが偏向していると言っている市民運動の人たちが、非常にオウム真理教まがいの、
アメリカ謀略説的な言説を意外にナイーブに信じ込んでしまっていたりというのもあります。今日の映
像の使い方にしても、小泉が出てくる細木数子の番組を、世の中にあまたあるメディア資料の中でそれ
をわざわざ選んで使うということは、また別種のポリティカルな意図というふうにとれなくもないわけ
ですね。その辺をちょっとお伺いしたいと思います。
●諸橋泰樹氏：難しいご指摘をいただきました。ぼくの立ち位置はですね、ジェンダーがなくなるとか
なくならないということではなく、カテゴライズしていく暴力をなるべく最小限にとどめたいというぐ
らいのことです。ジェンダーは、なくなるならなくなったって何の問題もないと思っています。ジェン
ダー、エスニシティ、レイス、ネイション、あらゆる区分は消滅していいと思ってはいます。けれども、
認識対象を分節化することがほとんど業
ごう
のようになってしまっている我われ人間にとって、差異の政治
学はそうそう簡単になくなるものでもない。我われは、どの時代どの文化にあっても否応なくジェンダー
言説の中で、その存在を拘束され、身体も精神もやむなくジェンダー化されざるを得ないでしょう。そ
れを脱構築している実践家もたくさんいらっしゃいますが。多くの人たちは、それをいきなり脱ぎ捨て
るわけにもなかなかいかないということで、そんなに簡単に世の中から命名による差異の発見という言
語実践やそれがもたらす女男差別がなくなるとは思っていません。
ただ、最低限、そういうジェンダー区別のようなもので人を差別するのはいかがなものか、それはや
はり減らせられれば減らしていったほうがいいし、それはもう皆無になればなったほうがいい。それで
もし、性別が邪魔になるのなら、そんなもんはなくなっても結構とは思ってます。
「虹は７色でも２色でもいいじゃないか、どうせカテゴライズしきれないんだし」って言っておくの
は大事だと思うんですね。対象を認識するための言語化作業の大事さを認めつつ、それを固定化して安
心してしまいたい誘惑をなるべく相対化しながらやっていくしかないだろうという、まあそんなぐらい
の立ち位置です。
それから、メディアに関してはこれもおっしゃるとおりで、ベターだけれども、パーフェクトなもの
はあり得ないでしょうね。それも今のお答えと同じで、やはりジェンダーに対してまったき自由な存在
様式はかなり難しいだろうというのと同じように、メディアが行っている作業も、対象を言語や映像な
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どでとらえて固定化しようという人間の認識行為と同じものです。ですから、誰かが、ある視点から、
ある意図を持って、時間に追われてとか、視聴率や販売収入のためとか様ざまな諸関係の中で、言語や
映像や音に置き換えて表現しようとした、限界のあるものということで、パーフェクトはあり得ない。
しかし、私たち視聴者・読者が、このメディアが構築した生活世界を生きていくしかないのだったら、
メディアもまたその存在を社会的に構築されているということ、そのことを知っているのと知っていな
いのとでは随分違うはずだと思うんですね。
ついついぼーっと見ていると右から左に流されてしまいますけれども、「これって映像のつなぎ方が
不自然だよね」とか、さっきのように、「もしかして２対１というのはヤラセじゃないの」とかという
ふうに見ていくのはすごく大事だと思います。作り手の人たちは、自分たちがつくる番組や記事はどう
せパーフェクトではあり得ないと多分先刻承知している。しかし我われオーディエンスの側が、そこの
ところをあまりよく理解していないで見たり聞いたりしている節もあるので、まず自分が、これがパー
フェクトなものでないぞということを知悉していることが第１歩じゃないかということなんですね。私
たちもメディアの限界をよく知っていて使わないと、やっぱりいけないんじゃないかというぐらいの意
味です。
当然、対抗言論や市民運動の主張も、ある種のイデオロギー性を帯びざるを得ません。今回、ぼくが
素材に使った番組も、おっしゃるとおりポリティカルな意図があるわけです。我われは作用に対する反
作用のようなこういったせめぎ合いをしながら、ボチボチとやっていくしかないんじゃないかと思って
います。
全部お答えになっているかどうかわかりませんけれども、ありがとうございます。
もうお一方ぐらいいかがでしょうか。
作り手のメディアリテラシーの重要性
●質問者：ありがとうございました。日本スポーツとジェンダー学会で幹事をやっています。メディア
リテラシーということについてお聞きしたいんですけれども。今回は主に受け手としてのリテラシーの
ワークショップだったんですが、作り手としての能力というものを教育の現場でどのように扱っていく
か、諸橋先生のお考えを伺いたいと思います。
●諸橋泰樹氏：ありがとうございます。
先ほど作り手は、メディアに限界があることは百も承知だと言いましたけれども、実はこれらは作り
手の人たちが体系的に勉強して身につけているものでは多分ありません。ＯＪＴの中で、「こういうも
のっていうのはこう構成するもんだ」とか「ここにはこういう映像をインサートするものだ」とか、「記
事はこう書け」「見出し配置はこういうふうにしろ」などと先輩から言われ、ほとんど無意識的、経験
則的につくってきた番組であり、記事であるだろうと思います。そういう意味で、まさにおっしゃられ
るように、作り手の自覚はすごく大事だろうと思います。自分たちのやっていることは主観である、表
現方法には限界がある、それこそパーフェクトではない、時間の都合で切り取ってここしかのせられな
いのに、やむなくなのに、あるいは行き当たりばったりなのに、自分たちが構成した商品に人びとは感
心して接している、それによって現実を構成しているということを、自覚的になってもらわないといけ
ないと思います。作り手は無自覚的につくっていますけれど、しかし改めて見ると、たとえば細木数子
が怒っている顔を他の人の発言のシーンに挿入したり、細木数子が言っているところでうなずいている
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シーンを交互に入れたりというのは、大変なテクニックですよね。
残念ながら、メディアの現場の中では、そういうリテラシー教育というのはほとんどされていないよ
うです。やはり「馬鹿野郎、何やってんだ」とか「こんな映像じゃ話にならない。もっとインパクトあ
るものとってこい！」と言われたり、書いてきた記事をデスクが読みもせずにくずかごに捨てられたり、
といった中で鍛えられて、つくっていき、身につけていくようです。ですので、体系的な社員教育によっ
て「たった１コマからでも人びとはそこに意味を読み取っているんだぞ」「自分たちが何気なく構築し
た商品から人びとは現実を構築しているんだぞ」といったその怖さを、メディアの作り手側にもうちょっ
と自覚してもらう必要があるのではないでしょうか。
これからメディアの作り手のリテラシーというのは、すごく大事な課題になっていくだろうと思いま
す。もしかしたら視聴者・読者のほうが賢明になっていますからね。作り手も安閑としていられないの
ではないでしょうか。よろしいでしょうか。ありがとうございます。
●司会・新田啓子：それでは、質問も尽きないとは存じますが、時間となりました。初めての双方向的
な試みだったんですけれども、とてもたくさんのご意見をいただき、有意義なやりとりができたことを
感謝いたします。
最後、メディアリテラシーという課題で締められましたが、ここにいらっしゃるのは、もともとメディ
アリテラシーを鍛えてきた方々が多いのではないでしょうか。細木数子に対して批判的ですと意見の中
で前置きした上で、制作者の意図や、つくられてしまったものの内実を、確認するような発言が印象的
でした。「構築されたメディアとメディアによる構築」という主題でしたが、一箇の番組が制作される
上で、センセーショナルに問題化、主題化された性というのが、どれだけのインパクトを負わされるも
のかがわかりました。今日はマスコミ論の専門的な話でしたが、センセーショナルに、ある角度をもっ
て作られた性の言説が、非常に便利な主題として、メディアにエネルギーを供給している状況を、どう
いうふうに解体できるか。そんなことも考えさせられました。
きょうはお足元の悪い中、おいでいただきどうもありがとうございました。諸橋先生、どうもありが
とうございました。
●諸橋泰樹氏：こちらこそどうもありがとうございました。お疲れさまでした。
参考文献（ワークで使用した番組の内容が詳しく出ています）
諸橋泰樹『メディアリテラシーとジェンダー』現代書館、2009 年。
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